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高さ
制限 対応マニュアルタイルの形状

小型タイル
（50二丁など）

アーバン
グランド
サイズ

600×300
mm 600 角

グラン舗石
300~600 角

二丁掛
（湿式タイルなど） 300 角

Q-CAT 適用サイズ
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3m以上は
金物併用 金物併用

3m以上は
金物併用

3m以上は
金物併用

3m以上は
金物併用

3m以上は
金物併用

タイル採用の手がかりと建築物の種類に対するガイドです。用途・構造・下地に応じた、タイルと施工法を選択してください。

■詳細は上記右の対応マニュアルでご確認ください。■各下地の高さ制限を順守してください。■建築物の高さや立地を考慮して、適切な補強をご検討ください。
■その他の形状および使用可能タイルは、カタログをご確認ください。■30mを超える建築物へのタイル張りは、支店営業所にお問い合わせください。

＜Q-CAT 適用サイズ＞
スタップ工法

（住宅外張り断熱・住宅充填断熱）

＜その他サイズ＞
スタップ工法（住宅大形タイル）
＜Q-CAT 適用サイズ＞

Q-CAT工事標準仕様書

＜その他サイズ＞

＜Q-CAT 適用サイズ＞

＜その他サイズ＞

＜Q-CAT 適用サイズ＞

＜その他サイズ＞

＜Q-CAT 適用サイズ＞
スタップ工法

（住宅外張り断熱・住宅充填断熱）

＜その他サイズ＞

＜Q-CAT 適用サイズ＞

＜その他サイズ＞
スタップ工法（ビルマンション大型）

＜Q-CAT 適用サイズ＞

＜その他サイズ＞
スタップ工法（ビルマンション大型）
＜Q-CAT 適用サイズ＞

＜その他サイズ＞
スタップ工法（ビルマンション大型）

＜Q-CAT 適用サイズ＞
タイル張りマニュアル

（ALC 外壁）

タイル張りマニュアル
（コンクリートブロック外構）

タイル張りマニュアル
（コンクリートブロック外構）
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タイル張りマニュアル
（グラン舗石）

タイル張りマニュアル
（住宅内装）

タイル張りマニュアル
（住宅内装）

タイル張りマニュアル
（住宅内装）

タイル張りマニュアル
（住宅内装）

使用例（接着剤張り）
「有機系接着剤によるタイル後張り工法」において、主なタイルの参考概要図を示します。実際の建築物の構造により適宜設計ください。
詳細については、施工マニュアルをご確認ください。

コンクリート・モルタル下地 押出成形セメント板／ＡＬＣ下地

■５０二丁、二丁掛けなど（①②③各種塗布方法） ■５０二丁、二丁掛けなど（押出成形セメント板 ①②③各種塗布方法）

■ 300 角を超える大形タイルなど（⑤ビード塗布 Ｌ工法／ピン工法） ■５０二丁、二丁掛けなど（ＡＬＣ ①②③各種塗布方法）

窯業系サイディング下地（木造外壁） 石膏ボード・合板下地（木造内装）

■裏ネットユニットなど（①３㎜クシ目立て） ■各種適用タイル（②④各種塗布方法）

■ 300 角を超える大形タイルなど（②５㎜クシ目立て） ■各種適用タイル（②④各種塗布方法）

※ ３・５㎜クシ目ビブラート
※ 吹き抜けなど高所は合板増張り

石膏ボード、ケイカル板、合板など

専用接着剤
スタップ・ジーエス

適用タイル

柱

間柱

伸縮調整目地

押出成形セメント板
フラットパネル

専用接着剤
スタップ・ジーエス

適用タイル

シーリング目地

板体素地

※ 吸水調整材は塗布しない
※ 付着面積を確保するためよく圧締する

適用タイル伸縮調整目地（シーリング材）

■ 板間目地について

押出成形セメント板（ＥＣＰ）

※ 目違いは３㎜以内
※ 板間目地は跨がないこと

シーリング目地

専用下地材
スタップボード１４

専用接着剤
スタップ・ジーエス

適用タイル

ハット型ジョイナー

捨て入隅

縦胴縁

柱

間柱

透湿防水シート

片ハット型ジョイナー ジョイントテープ

※ ３・５㎜クシ目
※ ３００角以下のタイルに適用

シーリング目地

専用下地材
スタップボード１４

専用接着剤
スタップ・ジーエス

適用タイル

ハット型ジョイナー

捨て入隅

片ハット型ジョイナー ジョイントテープ

縦胴縁

柱

間柱

透湿防水シート

※ ５㎜クシ目ビブラート
※ ３００角を超えるタイルに適用

※ 外部雨濡れする箇所は適用外
※ ２４㎜合板または１２㎜合板２枚張り

合板

柱

床タイル用指定接着剤

適用タイル

弾性目地

■ 付着面積について

伸縮調整目地

コンクリート下地

適用タイル

シーリング目地

モルタル塗り目地
または空目地

※ コンクリート下地に吸水調整材は塗布しない
※ 付着面積を確保するためよく圧締する

※ 裏面の６０％以上を確保する。
※ 接着剤張り専用タイル、モルタル張り兼用タイルで
塗布方法が異なることに注意する。

※ モルタル張り兼用タイルは付着率が低くなるので
注意する。

専用接着剤
スタップ・ジーエス

不足：付着率４０％

良好：付着率６０％

良好：付着率８０％

※ モルタル面には吸水調整材は塗布しない
※ 付着面積を確保するためよく圧締する

■ 板間目地について

※ 目違いは３㎜以内
※ 板間目地は跨がないこと

適用タイル

シーリング目地

専用接着剤
スタップ・ジーエス

板体素地

モルタル下地

伸縮調整目地

ＡＬＣ

適用タイル 伸縮調整目地（シーリング材）

ＡＬＣ

■ ビードＬ工法について

・高さ３m未満に適用。

・Ｌアングルはコンクリートに
　アンカーファスナーで留付け。

・厚さ１２㎜以下のタイルに適用。

・指定接着剤をφ１０㎜塗布。

・裏面水廻り防止にシーリング目地

・コンクリート下地に吸水調整材を
塗布してはいけません。

■ ビードピン工法について

・高さ３m以上に適用。

・マスクピンはコンクリートに
　アンカーファスナーで留付け。

・厚さ１２㎜以下のタイルに適用。

・指定接着剤をφ１０㎜塗布。

・裏面水廻り防止にシーリング目地。

・コンクリート下地に吸水調整材を
塗布してはいけません。

指定接着剤
ビード塗布

鉄筋コンクリート

Ｌアングル

適用タイル

専用接着剤
ビード塗布

鉄筋コンクリート

マスクピン

適用タイル

シーリング目地

シーリング目地

350

スタップ工法（ビルマンション大型）

スタップ工法（ビルマンション大型）

スタップ工法（住宅大形タイル）
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金物併用

金物併用

金物併用

Q-CAT工事標準仕様書

Q-CAT工事標準仕様書

Q-CAT工事標準仕様書

Q-CAT工事標準仕様書

Q-CAT工事標準仕様書




